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第
十
一
条

１

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
両
締
約
国
政
府
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約

国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
相
互
に
協
議
を
行
う
。

２

こ
の
協
定
の
解
釈
又
は
適
用
か
ら
生
ず
る
紛
争
が
交
渉
、
仲
介
、
調
停
又
は
他
の
同
様
の
手
続
に
よ
っ
て
解
決
さ

れ
な
い
と
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
考
え
る
場
合
に
は
、
当
該
紛
争
は
、
協
議
に
係
る
最
初
の
要
請
が
送
付

さ
れ
て
か
ら
三
十
日
を
経
過
し
た
後
に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
こ
の
協
定
及
び
適
用
可

能
な
国
際
法
の
規
則
に
従
い
、
仲
裁
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
拘
束
力
の
あ
る
裁
定
を
得
る
た
め
に
仲
裁
裁
判
に

付
託
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
３
か
ら
５
ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
部
分
又
は
両
締
約
国
政
府

の
合
意
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
部
分
を
除
き
、
二
千
十
年
八
月
十
五
日
に
改
正
さ
れ
た
国
際
連
合
国
際
商
取
引
法
委

員
会
の
仲
裁
規
則
を
準
用
す
る
。

３

両
締
約
国
政
府
が
別
段
の
合
意
を
し
な
い
限
り
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
三
人
の
仲
裁
裁
判
官
に
よ
っ
て
構
成
す
る
も

の
と
し
、
二
人
の
仲
裁
裁
判
官
は
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
が
各
締
約
国
政
府
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
、
指
名
さ
れ
た
二
人
の

仲
裁
裁
判
官
は
、
合
意
に
よ
っ
て
、
不
拡
散
条
約
を
締
結
し
て
い
る
非
核
兵
器
国
で
あ
る
第
三
国
の
国
民
で
裁
判
長

と
な
る
第
三
の
仲
裁
裁
判
官
を
選
任
す
る
。
仲
裁
裁
判
の
要
請
が
行
わ
れ
て
か
ら
三
十
日
以
内
に
い
ず
れ
か
一
方
の

締
約
国
政
府
が
仲
裁
裁
判
官
を
指
名
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
国
際
司
法
裁
判

所
長
に
対
し
、
一
人
の
仲
裁
裁
判
官
を
任
命
す
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
の
仲
裁
裁
判
官
の
指
名
又

は
任
命
が
行
わ
れ
て
か
ら
三
十
日
以
内
に
第
三
の
仲
裁
裁
判
官
が
選
任
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
同
様
の
手
続
が

適
用
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
任
命
さ
れ
る
第
三
の
仲
裁
裁
判
官
は
、
不
拡
散
条
約
を
締
結
し
て
い
る
非
核
兵
器
国
で
あ

る
第
三
国
の
国
民
と
す
る
。
仲
裁
裁
判
に
は
、仲
裁
裁
判
所
の
構
成
員
の
過
半
数
が
出
席
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

全
て
の
裁
定
に
は
、
過
半
数
の
仲
裁
裁
判
官
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
仲
裁
裁
判
の
手
続
は
、
仲
裁
裁
判
所
が
定
め

る
。
仲
裁
裁
判
所
の
裁
定
は
、
両
締
約
国
政
府
を
拘
束
す
る
。

４

仲
裁
裁
判
官
に
係
る
費
用
及
び
仲
裁
手
続
に
係
る
他
の
費
用
は
、
両
締
約
国
政
府
が
均
等
に
負
担
す
る
。
も
っ
と

も
、
仲
裁
裁
判
所
は
、
自
己
の
裁
量
に
よ
り
、
両
締
約
国
政
府
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
方
が
よ
り
多
く
の
費
用
を
負
担

す
べ
き
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

５

両
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
の
解
釈
に
つ
い
て
共
通
の
見
解
を
表
明
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
見
解
は
、
仲

裁
裁
判
所
に
お
い
て
拘
束
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
仲
裁
裁
判
所
に
よ
り
な
さ
れ
る
裁
定
は
、
そ
の
よ
う
な
見
解
に

合
致
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

１

日
本
国
政
府
又
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
後
の
い
ず
れ
か
の
時
点
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
又
は
日
本
国
に
つ
い
て
次
の
æ
又
は
ç
に
規
定
す
る
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ

の
協
定
の
下
で
の
そ
の
後
の
協
力
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
し
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
、
資

材
及
び
設
備
の
返
還
を
４
の
規
定
に
よ
り
要
求
し
、
並
び
に
第
十
四
条
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
九
十
日
前
に
書
面

に
よ
る
通
告
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
権
利
を
有
す
る
。

æ

第
四
条
か
ら
第
九
条
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
規
定
又
は
前
条
に
規
定
す
る
仲
裁
裁
判
所
の
裁
定
に
対
す
る
重
大
な

違
反
を
す
る
場
合

ç

第
三
条
に
規
定
す
る
機
関
と
の
間
の
保
障
措
置
協
定
を
終
了
さ
せ
、
又
は
こ
れ
に
対
す
る
重
大
な
違
反
を
す
る

場
合

２

日
本
国
政
府
又
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
又
は
日
本
国
が
核
爆
発
装
置

を
爆
発
さ
せ
る
場
合
に
は
、
１
に
規
定
す
る
権
利
と
同
じ
権
利
を
有
す
る
。

３

重
大
な
違
反
に
基
づ
き
１
に
規
定
す
る
権
利
を
行
使
す
る
か
否
か
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
一
方
の
締
約
国
政
府

は
、
１
に
規
定
す
る
権
利
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
と
な
っ
た
事
情
が
故
意
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
検

討
す
る
。
当
該
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
そ
の
よ
う
な
重
大
な
違
反
が
故
意
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
認

め
、
そ
の
よ
う
な
重
大
な
違
反
は
是
正
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
自
国
の
法
令
に
従
い
、
違

反
し
た
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
妥
当
な
期
間
内
に
そ
の
よ
う
な
重
大
な
違
反
を
是
正
す
る
機
会
を
与
え
る
よ

う
努
め
る
。

４

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
、
資
材
及
び
設
備
の
返
還
を
要
求
す
る
権
利
を
い
ず
れ
か
一
方
の
締

約
国
政
府
が
こ
の
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
使
す
る
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ら
の
公
正
な

市
場
価
額
に
つ
い
て
、
他
方
の
締
約
国
政
府
又
は
関
係
す
る
者
に
対
し
て
補
償
を
行
う
。

第
十
三
条

こ
の
協
定
の
附
属
書
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。
こ
の
協
定
の
附
属
書
は
、
両
締
約
国
政
府
の
書
面

に
よ
る
合
意
に
よ
り
、
こ
の
協
定
の
改
正
に
よ
る
こ
と
な
く
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条

１

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
手
続
を
完
了
し
た
こ
と
を

相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
交
換
し
た
日
の
後
三
十
日
目
の
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
協
定
は
、
二
十
年
間
効
力
を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
後
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
こ
の
協
定

の
有
効
期
間
の
満
了
す
る
日
の
遅
く
と
も
六
箇
月
前
ま
で
に
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
外
交
上
の
経
路
を
通
じ

て
、
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
意
思
を
書
面
に
よ
り
通
告
し
な
い
限
り
、
自
動
的
に
五
年
間
ず
つ
延
長
さ
れ
る
も
の

と
す
る
。

３

こ
の
協
定
の
下
で
の
協
力
の
停
止
又
は
こ
の
協
定
の
終
了
の
後
に
お
い
て
も
、
第
一
条
、
第
四
条
か
ら
第
九
条
ま

で
、
第
十
条
２
、
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
る
核
物
質
、
資
材
、
設
備
又
は

技
術
が
第
十
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
こ
の
協
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
る
ま
で
の
間
、
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
三
年
五
月
二
日
に
ド
バ
イ
で
、
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。

日
本
国
政
府
の
た
め
に

加
茂
佳
彦

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
政
府
の
た
め
に

ハ
マ
ド
・
ア
ル
・
カ
ア
ビ
ー

附
属
書
Ａ

Ａ
部

１

重
水
素
及
び
重
水

Ｂ
部
の
１
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
お
い
て
使
用
す
る
重
水
素
、
重
水
（
酸
化
重
水
素
）
及
び

重
水
素
原
子
と
水
素
原
子
と
の
比
が
一
対
五
千
を
超
え
る
他
の
重
水
素
化
合
物
（
い
ず
れ
か
の
十
二
箇
月
の
期
間
に

お
い
て
重
水
素
原
子
の
量
に
つ
き
二
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
量
の
供
給
を
行
う
場
合
に
限
る
。）

２

原
子
炉
級
黒
鉛

ほ
う
素
当
量
百
万
分
の
五
の
純
度
を
超
え
る
純
度
及
び
一
・
五
〇
グ
ラ
ム
毎
立
方
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
密
度
を
有
す
る
黒
鉛
で
あ
っ
て
、
Ｂ
部
の
１
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
お
い
て
使
用
す
る
も
の
（
い
ず

れ
か
の
十
二
箇
月
の
期
間
に
お
い
て
三
十
メ
ー
ト
ル
・
ト
ン
を
超
え
る
量
の
供
給
を
行
う
場
合
に
限
る
。）

Ｂ
部

１

原
子
炉

制
御
さ
れ
た
自
己
維
持
的
核
分
裂
連
鎖
反
応
を
維
持
す
る
運
転
能
力
を
有
す
る
原
子
炉
（
ゼ
ロ
出
力
炉

を
除
く
。
ゼ
ロ
出
力
炉
と
は
、
設
計
上
の
最
大
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
成
量
が
年
間
百
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
炉
を
い
う
。）

２

原
子
炉
容
器

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
炉
心
及
び
８
に
規
定
す
る
原
子
炉
内
装
物
を
収
納
す
る
た
め
に
特
に
設

計
し
、
又
は
製
作
し
た
金
属
容
器
又
は
そ
の
主
要
な
工
作
部
品

３

原
子
炉
燃
料
交
換
機

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
つ
い
て
の
燃
料
の
挿
入
又
は
取
出
し
の
た
め
に
特
に
設
計
し
、

又
は
製
作
し
た
操
作
用
設
備

４

原
子
炉
制
御
棒
及
び
原
子
炉
制
御
設
備

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
に
お
け
る
核
分
裂
過
程
の
制
御
の
た
め
に
特
に

設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
棒
、
そ
の
支
持
体
若
し
く
は
懸
架
体
、
制
御
棒
駆
動
機
構
又
は
制
御
棒
案
内
管

５

原
子
炉
圧
力
管

１
に
規
定
す
る
原
子
炉
の
内
部
に
燃
料
要
素
及
び
一
次
冷
却
材
を
五
十
気
圧
を
超
え
る
運
転
圧

力
下
に
お
い
て
収
容
す
る
た
め
に
特
に
設
計
し
、
又
は
製
作
し
た
管
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